
立川主悦の墓地

地蔵院本堂

野菜・きのこ・海藻類
適量：両手一杯分
　　���（食材量100～120g程度）

副菜

肉・魚・卵・大豆製品
適量：片手のひらにのるくらいの
　　　大きさ（食材量50～70g程度）

主菜

ごはん・パン・麺類
適量：ごはん1杯150～200g程度

副菜

主食

　
今
回
は
春
日
居
町
桑
戸
に
あ
る
元
新

撰
組
（
※
1
）
隊
士
立
川
主
悦
（
た
ち

か
わ
ち
か
ら
）
の
墓
を
紹
介
し
ま
す
。

　
立
川
は
天
保
6
（
1
8
3
5
）
年
に

筑
前
国
宗
像
（
む
な
か
た
）
郡
鐘
崎
浦

（
※
２
）
で
町
人
の
子
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。

　
立
川
が
い
つ
頃
、
新
撰
組
に
入
っ
た

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
慶
応
4
（
１
８

６
８
）
年
3
月
6
日
、
甲
陽
鎮
撫
隊
（
こ

う
よ
う
ち
ん
ぶ
た
い
※
3
）
に
新
撰
組

隊
士
と
し
て
立
川
は
新
撰
組
局
長
の
近

藤
勇
（
こ
ん
ど
う
い
さ
み
）
な
ど
と
柏

尾
（
か
し
お
）
の
戦
い
（
※
4
）
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
立
川
は
旧
幕
府
軍
と
し
て

戊
辰
（
ぼ
し
ん
）
戦
争
の
母
成
（
ぼ
な

り
）
峠
の
戦
い
（
※
5
）
に
参
加
し
、

敗
走
し
ま
す
。
そ
の
後
は
土
方
歳
三
（
ひ

じ
か
た
と
し
ぞ
う
）
等
と
蝦
夷
（
え
ぞ
・

現
在
の
北
海
道
）
へ
渡
り
ま
し
た
。

　
明
治
2
（
1
8
6
9
）
年
、
函
館
五

稜
郭
（
ご
り
ょ
う
か
く
）
の
戦
い
に
土

方
歳
三
ら
と
参
戦
。
土
方
が
戦
死
し
た

時
、
立
川
は
近
く
に
い
ま
し
た
。
5
月

12
日
、
土
方
戦
死
の
報
告
を
日
野
の
佐

藤
家
（
土
方
の
妹
の
嫁
ぎ
先
）
に
伝
え

る
た
め
に
『
安
富
才
助
（
や
す
と
み
さ

い
す
け
）
の
手
紙
』
を
持
ち
、
五
稜
郭

を
脱
出
し
ま
す
。
し
か
し
、
北
海
道
湯

ノ
川
で
捕
ま
り
、
秋
田
藩
に
預
け
ら
れ

ま
す
。

　
秋
田
藩
か
ら
釈
放
さ
れ
た
立
川
は
明

治
5
（
1
8
7
2
）
年
頃
に
佐
藤
家
を

訪
ね
、
土
方
が
戦
死
し
た
時
の
様
子
を

語
り
、
安
富
才
助
の
手
紙
を
渡
し
ま
し
た
。

ま
た
秋
田
市
寿
量
（
じ
ゅ
り
ょ

う
）
院
で
の
謹
慎
中
に
『
立
川

主
税
戦
争
日
記
』
を
書
き
上
げ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
立
川
は
斉
藤
一
諾

斎
（
い
ち
だ
く
さ
い
※
6
）
を

頼
り
仏
門
に
入
り
、
全
福
（
ぜ

ん
ふ
く
）
寺
で
修
行
し
『
鷹
林

巨
海
（
た
か
ば
や
し
こ
か
い
）
』

（
別
名
『
獨
龍
巨
海
（
ど
く
り

ゅ
う
こ
か
い
）
』
）
と
改
名
し

ま
す
。
明
治
8
（
１
８
７
５
）

年
に
は
都
留
市
に
あ
る
西
方
（
さ
い
ほ
う
）

寺
の
住
職
に
な
り
ま
す
。
こ
の
寺
で
巨

海
は
歴
代
住
職
の
供
養
塔
（
く
よ
う
と
う
）

と
位
牌
を
自
費
で
作
成
し
ま
す
。
歴
代

住
職
の
供
養
塔
は
総
高
1
3
1
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
日
月
塔
で
、
上
部
に
太
陽

と
月
を
現
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
18
（
1
8
8
5
）
年
に
巨
海
は

春
日
居
町
桑
戸
に
あ
る
地
蔵
院
の
住
職

に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
明
治
36
（
１

９
０
３
）
年
に
69
才
で
亡
く
な
り
ま
す
。

墓
は
地
蔵
院
に
あ
り
、
墓
碑
の
正
面
に

は
『
当
山
二
十
三
世
獨
龍
巨
海
（
ど
く

り
ゅ
う
こ
か
い
）
大
和
尚
』
と
、
裏
面

に
は
『
大
正
十
三
年
秋
彼
岸
』
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
僧
侶
の
墓
石
は
卵
の
形

を
し
た
石
塔
が
多
い
で
す
が
、
巨
海
の

墓
石
は
先
が
尖
っ
て
い
る
船
型
の
墓
石

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
『
獨
龍
巨

海
』
と
い
う
僧
名
も
元
新
撰
組
隊
士
と

し
て
の
心
意
気
を
現
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。

　
地
蔵
院
で
は
元
新
撰
組
隊
士
の
菩
提

を
と
む
ら
っ
て
い
た
と
い
う
説
も
あ
り

ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
地
蔵
院
を
訪
ね
、
幕
末
の

歴
史
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

※
１
　
江
戸
時
代
末
期
に
幕
府
に
反
抗

す
る
勢
力
を
弾
圧
す
る
た
め
に
組
織

さ
れ
、
旧
幕
府
軍
と
し
て
戊
辰
戦
争

を
戦
っ
た
組
織

※
２
　
現
在
の
福
岡
県
宗
像
市

※
3
　
江
戸
時
代
末
期
に
江
戸
幕
府
が

甲
斐
国
を
守
る
た
め
に
組
織

※
4
　
甲
州
市
勝
沼
柏
尾
付
近
で
の
新

政
府
軍
と
旧
幕
府
軍
と
の
戦
闘

※
5
　
1
8
6
8
年
8
月
21
日
・
会
津

藩
境
で
の
戦
闘

※
6
　
元
新
撰
組
隊
士
・
入
隊
前
は
山

梨
県
大
月
市
全
福
寺
の
住
職

■
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課

　
国
保
保
険
指
導
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

�

　　
次
の
よ
う
な
場
合
、
退
職
者
医
療
制

度
（
退
職
国
保
）
か
ら
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
方
は
？

○
退
職
被
保
険
者
本
人

64
歳
以
下
の
方
で
、
被
用
者
年
金
（
厚

生
年
金
・
共
済
年
金
な
ど
年
金
）
を

受
け
る
資
格
が
あ
り
、
そ
の
加
入
期

間
が
、
20
年
以
上
、
も
し
く
は
40
歳

以
降
10
年
以
上
あ
る
方

○
被
扶
養
者

　
退
職
被
保
険
者
本
人
と
生
活
を
共

に
し
、
主
に
退
職
被
保
険
者
本
人
の

収
入
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い

る
65
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
で
す
。

▼
い
つ
か
ら
対
象
で
す
か
？

　
年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
た
日
で
す
。

年
金
証
書
な
ど
を
受
け
取
っ
た
ら
、

14
日
以
内
に
支
所
ま
た
は
、
本
庁
国
保

課
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
医
療
費
の
自
己
負
担
や
国
保
税
は
？

　
　
今
ま
で
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
持
ち
物
は
？

○
年
金
証
書
ま
た
は
裁
定
（
決
定
）
通

知
書
な
ど

○
世
帯
全
員
の
国
保
保
険
証

○
印
鑑

▼
退
職
者
医
療
制
度
と
は
？

　
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
た
方
が
、
医

療
の
必
要
性
が
高
ま
る
退
職
後
に
、
会

社
等
の
健
康
保
険
か
ら
国
保
へ
移
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
国
保
の
医
療
費
負
担
が

増
大
す
る
こ
と
を
是
正
す
る
た
め
に
つ

く
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
る
方

の
医
療
給
付
は
、
一
般
の
被
保
険
者
と

は
別
に
区
分
さ
れ
、
会
社
等
の
健
康
保

険
か
ら
の
拠
出
金
と
国
保
税
な
ど
で
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
適
正
に
適
用
さ
れ
な
い
と
国
保
の
医

療
費
負
担
が
増
大
し
、
余
分
な
国
保
税

負
担
に
つ
な
が
り
ま
す
。
退
職
者
医
療

制
度
に
該
当
す
る
方
で
、
未
届
け
の
方

は
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
22
年
8
月
の
一
人
当
た
り
療
養

給
付
費
は
1
万
6
9
7
4
円
で
し
た
。

　
平
成
21
年
8
月
と
比
較
す
る
と
△
４

５
７
円
（
△
2
・
6
％
）
で
、
2
カ
月

続
け
て
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
引
続
き

医
療
費
の
節
約
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
、

安
定
し
た
国
保
運
営
の
た
め
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）
４
１
１
１

　　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予

防
法
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

▼
メ
タ
ボ
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
）
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
？

　
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
、
運
動
不

足
、
喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
と
日
々
の
生

活
習
慣
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
　
特
に
食
事
面
は
、
１
日
３
食
を
食

事
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
て
食
べ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
図
を
参
考
に
し
て
、

主
食
、
副
菜
、
主
菜
が
し
っ
か
り
そ

ろ
っ
た
食
事
を
し
ま
し
ょ
う
（
図
は
、

成
人
を
対
象
と
し
た
食
事
の
参
考
）
。

　
運
動
面
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

の
有
酸
素
運
動
が
効
果
的
で
す
。
そ
の

時
間
を
と
れ
な
い
と
い
う
方
は
、
普
段

の
生
活
の
中
で
動
い
て
い
る
時
間
を
増

や
す
こ
と
で
も
メ
タ
ボ
解
消
の
一
歩
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
に
１
回
健
診
を
受
け
、
自

分
の
体
の
状
態
を
知
る
機
会
を
作
る
こ

と
も
大
切
で
す
。


